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抄録  

 
学校での死亡事故の約 50%が体育活動中に発生し、保健体育の教師は授業・部活動

にて死亡・重度の障害事故に遭遇する可能性が高いと考えられる。しかし、教員養成

課程においてスポーツ事故と死亡・重度の障害に至る傷病に関する教育は十分ではな

いことが明らかとなっている。死亡・重度の障害に至る傷病とは、主に突然死、頭部

外傷、脊髄損傷、熱中症のことを指すが、これらの傷病の教育プログラムを開発する

ことが望まれる。そこで、本研究ではスポーツ事故に関する教育教材開発の手始めと

して、スポーツで発生する熱中症に関する話題を教材の導入部で提示するための資料

を作成した。また、脳振盪に関する諸外国の科学論文をレビューし、脳振盪 (スポーツ

事故 )教育が成果を上げるための教育内容や方法を明らかにした。  
2020 年東京オリンピック期間中の熱中症の危険度を把握するために東京の湿球黒球

温度 (WBGT)を過去 5 年分集計し、2008 年北京、2012 年ロンドン、2016 年リオデジ

ャネイロの WBGT と比較した。オリンピック期間中の東京の日最高 WBGT の平均値

(29.1℃ )は他の都市よりも有意に高かった (p<.05)。これは American College of Sports 
Medicine が定める基準では運動を中止する温度 (27.9℃≦ )であった。このようなオリ

ンピックと熱中症という話題は学生の興味・関心を促す教材になり得る。  
脳振盪教育の内容、方法、教育成果の評価手法を把握するために つのデータベー

スを用いて英文の論文レビューを行った。最終的に 26 文献が本レビューの採用基準と

合致したため分析した。脳振盪教育の内容は主に、振盪の発見、処置、競技復帰、予

防であった。脳振盪教育の方法は主に、講義、ウェブサイト、ビデオであった。脳振

盪教育の成果の評価手法は知識、意思、態度、自信、判断、行動、受傷数などがあっ

た。本レビューによって示された諸外国の脳振盪教育の概要は、今後我々が開発を目

指すスポーツ事故の予防に関する教材の開発にとって有益な情報となる。  
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Abstract 
 

About 50% of sudden death at school setting has been occurred in sports 
related activities. Thus, it suggests that physical education (PE) teachers have a 
high risk of meeting accidents that lead death or fatal condition in PE class or 
sports related activities at school. However, it is known that education about fatal 
sports injuries are not enough within PE teacher certificati on programs at 
university. Making educational materials to teach students about fatal sports 
injuries is important. For the first step of collecting evidences to make  educational 
materials, we conducted two surveys. 1) We compared Wet-bulb globe temperature 
(WBGT) of Olympic Games host cities in 2008, 2012, 2016, and 2020, and made a 
handout of heat injury. 2) We reviewed scientific articles of concussion education.  

Average of the highest daily WBGT values (WBGT HI) in Tokyo during Olympic 
period (29.1℃ ) was significantly higher than any other cities (p<.05). WBGTHI of 
Tokyo was “cancel level for Exertional Heat Stroke risk ” according to the ACSM’ s 
guideline. This topic may make students be interest to fatal sports injury 
prevention.  

26 articles were included for final qualitative analysis. Contents of 
concussion education were prevention, recognition, management and a protocol of 
safe return to play. Teaching methods were lecture, website and video. 
Measurement of improvement were changes in knowledge, intention, attitude, 
confidence, decision, behavior and injury rate. This information will help us to 
make effective educational materials for fatal sports injury prevention.   

 
Key Words：PE teacher certification program，Fatal sports injuries，Educational 
materials，Heat injuries，Concussion 
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１．はじめに

学校での死亡事故の が体育の授業や運動部

活動等の体育活動中に発生している 。平成 年～

平成 年の 年間で体育活動中に死亡・重度の障

害事故が 件発生しており、その 割である

件が中学校・高等学校で発生している 。つまり、

保健体育科の教員は他教科の教員と比較し、授業や

部活動にて重大事故に遭遇する可能性が高いと考

えられる。しかし、保健体育科教員養成課程におい

てスポーツ事故と死亡・重度の障害に至る傷病に関

する教育は十分ではない 。死亡・重度の障害に至

る傷病とは、主に、突然死、頭部外傷、脊髄損傷、

熱中症のことを指すが、頭部外傷の処置、脊髄損傷

の処置、熱中症の処置は、一次救命処置 心配蘇生

法 と比較して教職課程のシラバスに記載する大学

が少ないことが明らかとなっている 。これらの傷

病に対する教育プログラムを開発することが望ま

れる。

そこで、本研究ではスポーツ事故に関する教育教

材開発の第一歩として、スポーツで発生する熱中症

に関する話題をまとめ教材の導入部の作成を試み

た。また、脳振盪に関する諸外国の科学論文を系統

的にレビューし、脳振盪教育が成果を上げるための

教育内容や教育方法等を明らかにすることを試み

た。

保健体育の 回の授業は一般的に「導入」「展開」

「まとめ」の 段階で構成される。導入部では、学

習目標の提示、学習意欲の喚起、学習規律を保つた

めの約束事の決定等が行われる 。学習意欲を喚起

するためには学生に学習内容に興味・関心をもたせ

る必要がある。新鮮なリアルタイムの話題と学習内

容とを関連させることができれば学生の興味を効

果的に促すことができると考えられる。昨今のスポ

ーツ界の大きな話題の一つに 年東京オリンピ

ックが上げられる。東京オリンピックについてのト

ピックの中でも開催期間中の気象に関する事柄は

スポーツ事故の教材として利用できる。夏季の東京

の平均気温は ℃、湿度は とされ、高温多湿な

気象条件となっている。そのため、毎年 名超

の患者が熱中症により救急搬送されている 。東京

オリンピックに参加する選手や観客の健康と安全

を確保するためには気象条件に配慮する必要があ

るが、スポーツ活動中の環境温度の基準として

がよく用いられ

る 。そこで、東京の を過去 年分集計し、

歴代のオリンピック開催地の と比較すること

で東京オリンピック期間中の気象条件を検討でき

ると考えた。さらに、オリンピック期間中の熱中症

リスクという話題は、授業の導入として学生の興

味・関心を促すのに格好の題材であると考えた。

スポーツで発生するケガについての教育教材を

開発するプロセスは、科学論文の情報を収集し、そ

れらの情報を統合した上で、教育教材を利用する人

が活用できるように工夫する、という 段階で構成

される 。そこで、諸外国のスポーツ事故に関する

研究の動向を確認するために系統的な文献レビュ

ーを行った。特に、近年欧米諸国においてスポーツ

で発生する脳振盪についての研究および教育・啓蒙

が盛んに行われており、我々が開発を目指すスポー

ツ事故の予防に関する教材の作成過程において参

考になる情報が多いと考えた。スポーツ活動中に発

生する脳振盪に関するガイドラインやステイトメ

ントにおいて脳振盪教育がその予防に効果がある

といわれている 。しかし、脳振盪教育の成果を

検証した研究は少なく、最善の教育内容や教育方法

は未だ確立されていない。そこで、本レビューでは

脳振盪教育を実施する際に、その教育成果をあげる

ための枠組みについて明らかにすることを目的と

した。具体的には、脳振盪教育の「内容」「方法」「教

育成果の評価手法」について先行研究をまとめた。

脳振盪教育の対象者は様々であるが、高校生以下の

ユーススポーツの関係者への教育効果を把握する

ことを目的に、教師、養護教諭、コーチ、親、ユー

ス選手、生徒を対象とした論文をまとめた。

２．目的

Ⅰ 夏季の東京の を過去 年分集計し、

年北京、 年ロンドン、 年リオデジャネイ

ロの と比較すること。

Ⅱ 論文レビューにより、脳振盪教育の「内容」「方

法」「教育成果の評価手法」について先行研究をま

とめること。

３．方法

Ⅰ オリンピック期間中の の比較 表

日毎の 最高値 を気象データベース

より取得した。採用するデータはオリンピック

開幕 日前から閉幕 日後までの 日分とした。

北京、ロンドン、リオデジャネイロの は

年、 年、 年のものを採用した。 年東

京オリンピックの 予測値は、 年 年

の の平均値とした。各都市の 日間の平均

を一元配置分散分析にて比較した。統計学的

有意水準は 未満とした。
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表 データ取得の詳細

Ⅱ 脳振盪教育に関する論文レビュー

検索に用いたデータベースは 、

、 、

であった。検索に用いたキーワードは、

「

」とした。本レビューの論文採用・除外

基準は以下の通りである。採用する論文は英語の

学術論文であり、ランダム化比較研究、前向きコ

ホート研究、後ろ向きコホート研究、横断研究と

した。後ろ向きコホート研究および横断研究につ

いては、教育内容や教育手法の記載があるものま

たは脳振盪に関する法律 注 発行

後の変化に関するものとした。除外する論文は、

スポーツで発生する脳振盪の教育を行っていない

もの、高校生以下の選手や指導者を対象としてい

ないもの、レビュー、システマティックレビュー、

メタ分析、ケースコントロール研究、ケースシリ

ーズ研究、ケースレポート、専門家の意見、 、

臨床ガイドライン、ガイドライン、ステイトメン

トとした。なお、論文検索は 年 月 日に

行った。論文選別の過程を図 に示した。

図 論文選別の過程

４．結果及び考察

Ⅰ オリンピック期間中の の比較

開催期間中の を比較すると、東京の

は他の開催都市よりも高い温度で推移していた 図

。また、各都市の 日間の平均 を比較す

ると、東京の平均 ℃ は他の都市よりも

有意に高かった 図 。東京オリンピック

の 予測値は、

が定める基準では運動を中止する温度

℃≦ であり、日本体育協会が定める基準では

厳重警戒 激しい運動は中止 の温度 ℃≦ であ

った。東京オリンピック・パラリンピック競技大会

組織委員会は、選手・観客・運営スタッフを熱中症

の危険から守るための対策を講じる必要があると

考えられた。また、この比較検討を 枚のリーフレ

ットにまとめた 図 。このようなオリンピックと

熱中症という話題は学生の興味・関心を促す教材に

なり得ると考えられた。今後は、熱中症に関する講

義において実際に 年東京オリンピックの予測

を示し、学生の関心や考えを聴取する必要があ

る。

図 オリンピック開催期間中の の推移
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図 各都市の平均 の比較

図 オリンピック開催都市の の比較に関す

るリーフレット

Ⅱ 脳振盪教育に関する論文レビュー

つの論文データベースを用いた検索により合計

文献がヒットした。 文献が本レビューの採用

基準と合致したため最終的な分析対象とした。論文

の採用 除外については著者同士が話し合って決定

した。表 は採用した文献の詳細を抜粋したもので

ある。

生徒 ユースアスリート を対象としたものが

文献、コーチを対象としたものが 文献、教師を対

象としたものが 文献であった。教師を対象として

脳振盪教育を実施した研究は少なかった。

症状や徴候など脳振盪の発見の手がかりを教育

内容としたものが 文献、脳振盪の処置を教育内

容としたものが 文献、競技復帰のプロトコルを

教育内容としたものが 文献、脳振盪の予防を教育

内容としたものが 文献であった。また、 文献が

アメリカンフットボールの適切なタックル動作の

技術指導と適切な防具の装着方法を教育内容とし

ていた。

教育方法で最も多かったのは講義形式とウェブ

サイト 各 文献 であった。ビデオを用いるものが

文献であった。適切なスポーツ技術の実技を行う

ものが 文献であった。また、講義者が一方的に知

識の伝達を行うのではなく、受講者との双方向のや

り取りによって脳振盪教育を行ったと記載するも

のが 文献あった。

教育成果の評価方法として最も多かったのは知

識の変化を評価したものであった 文献 。また、

意思、態度、主観的規範、行動コントロール感、自

信、判断など対象者の主観的な変化を評価したもの

は 文献であった。行動や受傷数の変化など客観

的な変化を評価したものは 文献であった。脳振

盪の知識や態度について評価するために標準化さ

れた質問紙を利用した研究があった 一方で、多

くの研究が自作の質問紙を用いており 妥

当性と再現性に課題が残されている。

脳振盪教育の効果については、脳振盪に関する知

識の改善を示したものが 文献あった。意思、態

度、主観的規範、行動コントロール感、自信、判断

など対象者の主観的事象が改善したものが 文献、

改善が見られなかったものが 文献であった。脳振

盪の発生率については、教育介入により低下したと

いう研究も存在するが 、受傷率の低下を示さな

かった研究 やルールの変更が受傷率の低下に関

係している場合 もあり一定の結論を得られてい

ない。

脳振盪教育に関する今後の検討課題は、教育介入

による長期的な効果を示すこと、脳振盪に関する知

識の向上と行動変容や脳振盪の受傷数の減少との

因果関係を示すこと、脳振盪の予防や再発予防に対

する脳振盪教育の効果を示すこと、質の高い介入研

究 ランダム割り付けやコントロール群 プラセボ

群の設定 を実施すること等が考えられた。

本研究の限界は、各研究で用いられていた脳振盪

の教育プログラムをそのまま本邦の教職課程を履

修する学生に適用できないことである。スポーツ環

境や文化的背景が諸外国とは異なるため、本邦の事

情に合わせた脳振盪教育 スポーツ事故教育 の開

発が必要である。それでも脳振盪教育に関する学術

論文が 文献のみ である本邦の現状を鑑みれば、

本レビューによって示された諸外国の情報は、今後

の脳振盪教育の開発に向けて有益であると考える。
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表 採用した論文の詳細を抜粋

５．まとめ

Ⅰ 年東京オリンピックは歴代のオリンピッ

クの中でも最も暑い気象条件で開催されると予測

された。

Ⅱ 脳振盪教育の内容は主に、振盪の発見、脳振盪

の処置、競技復帰のプロトコル、脳振盪の予防であ

った。脳振盪教育の方法は主に、講義形式、ウェブ

サイト、ビデオであった。脳振盪教育の成果の評価

方法には知識、意思、態度、主観的規範、行動コン

トロール感、自信、判断、行動、受傷数などがあっ

た。

注 ：脳振盪に関する法律 とは、

脳振盪に関する教育をコーチ、親、選手が受講す

ること、 脳振盪の疑いがある選手がいた場合すぐ

にプレーを止めさせること、 競技復帰については、

脳振盪発生 時間以降で医師による許可を得てか

ら行うこと、を定めたものである。 年にワシン

トン州が発行し、この動きはその後、全 州に広

がった 。

参考文献
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ニュアル」の開発をめざして― 年度笹川スポ

ーツ研究助成 子ども・青少年スポーツの振興に

関する研究

清水将 授業計画 デイリープラン の

作成 新版体育科教育学入門 高橋健夫 岡出美

則 友添秀則 岩田靖編 大修館書店

東京消防庁 熱中症に注意！

最終閲覧： 年 月 日

日本体育協会 スポーツ活動中の熱中症予防ガ

イドブック

環境省 熱中症予防情報サイト

最

終閲覧： 年 月 日

最終閲覧：

年 月 日

最終閲覧： 年

月 日

Dvořák J, Echemendia RJ, Engebretsen L, Johnston 
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大伴 茉奈 鳥居 俊 岩沼 聡一朗 他 本

邦における中学校教員とスポーツ指導者の脳震盪

に関する知識 意識調査及び脳震盪に関する講習会

の有用性の検討 日本臨床スポーツ医学会誌

この研究は笹川スポーツ研究助成を受けて実施し

たものです。




